
 平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校国語科教育 

実践事例②Ｂ校（第２学年）-1 

イ 実践事例②Ｂ校（第２学年）      

       ≪９月≫ 

 

 

 

 

Ｂ教諭 

 

 

 

 

★ 本単元における授業改善の流れ（単元前） 

授業改善の流れ Ｂ教諭の意識 
「授業改善ステップ表」と 

「手立て一覧表」の活用 

（１） 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       手立てを取り入れた授業の実際は、次頁から見ることができます。 

「手立て一覧表」を見ると、 

ステップアップのための手立てが、 

いくつか挙げられているけど、今回 

はこの手立てを取り入れてみよう！ 

今のステップと、次の段階のステップを見比べると、今の授業の改善

点が分かるよ。目指す児童の姿が具体的に設定できるね。 

低学年だけど 

Ｃはステップ

③ に挑戦させ

たいな。  

 

児童の 

実態把握 

授業の改善点と 

目指す児童の姿 

の洗い出し 

低学年だけど、 

互いのよさには

気付いている…。 

課題を解決するため

に何をすべきか児童 

は考えていない。 

何のための学習

か、児童は分かっ

ていない…。 

 「授業改善ステップ表」 「手立て一覧表」 

※「授業改善ステップ表」と「手立て一覧表」 

は、トップページからダウンロードできます。 

学級の児童は、どのステップに当て

はまるかな？確かめてみよう！ 

さらに、ステップアップするための 

手立ては…？ 

 

学んだことを、次

の学習に生かそう

としていない…。 

取り入れる手立ての決定 

各観点で目指す児童の姿（次のステップ） 

各観点のチェック欄の整理（Ｂ教諭） 

  

 

単元前にｄ、

単元後にｚ 

の手立ても 

使えそう…。 

手立てを 

取り入れた 

授業実践 

（単元） 
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https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjB8LyF6OXXAhWMf7wKHdvNDLMQjRwIBw&url=http://kengo700.hatenablog.com/entry/2016/02/20/PowerPoint%E3%81%A7%E7%9C%81%E7%95%A5%E3%82%92%E8%A1%A8%E3%81%99%E6%B3%A2%E7%B7%9A%E3%82%92%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95&psig=AOvVaw2g3hvbSqnLF12aESjJkBTN&ust=1512114599194386
http://2.bp.blogspot.com/-W_LUuvxwilw/VaBsDuR82HI/AAAAAAAAvWo/BqmzY3csPAA/s800/suit_woman_angry.png
http://2.bp.blogspot.com/-W_LUuvxwilw/VaBsDuR82HI/AAAAAAAAvWo/BqmzY3csPAA/s800/suit_woman_angry.png
http://1.bp.blogspot.com/-YALqG40OPow/VaBsE7zS7rI/AAAAAAAAvW8/ZEyhnCRbGGY/s800/suit_woman_smile.png
http://1.bp.blogspot.com/-YALqG40OPow/VaBsE7zS7rI/AAAAAAAAvW8/ZEyhnCRbGGY/s800/suit_woman_smile.png


 平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校国語科教育 

実践事例②Ｂ校（第２学年）-2 

 

 

 

 

 

★本単元で育成を目指す資質・能力 

 ◯言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。 

〔知識及び技能〕（1)ア 

◯互いの考えをよく聞いて、話題に沿って話し合い、グループの考えをまとめること。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ（1）オ 

 

★学習過程（話すこと・聞くこと） 

話題の設定 

情報の収集 

内容の検討 

日常生活の中から話題を決め、集めた材料から必要な事項を選んだり、その内容を

検討したりすること。 

話合いの進め方の検討 

考えの形成 

共有(話し合うこと) 

進行を意識して話し合い、互いの意見や考えなどを関わらせながら、考えをまとめ

たり広げたりすること。 

 

★単元計画 

学習過程 時 主な学習活動 指導上の留意点（記号：手立て一覧表） 

単元前 
 

 

・指導事項を効果的に身に付けさせるため

遠足に合わせて単元を入れ替える（ｄ）。 

一
次
（
つ
か
む
） 

 

1 

 

 

 

〇遠足のためにいくつか話し合っ

て決めることがあることを知る。 

〇学習課題を考える。 

〇学習計画を立てる。 

・児童が主体的に学習を進められるように、

児童の発言を取り上げながら学習計画を

立て、学習のゴールまでの見通しを持たせ

る（ｋ′）。 

二
次
（
深
め
る
） 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

6 

 

〇「上手に話し合うポイント」はど

のようなことか、教科書等の例を

基に考える。 

〇「上手に話し合うポイント」の①

②③を一つずつ意識して、グルー

プで話し合う練習を行う。 

〇話合いを録音し、再生して聞き、

「上手に話し合うポイント」を守

れているか、チェックする。 

 

〇「上手に話し合うポイント」を守

ることのよさについて振り返る。 

〇「上手に話し合うポイント」の全

てを意識して話し合う。 

・「上手に話し合う」ポイントについては模

範的な話合いの例と改善の余地が残る例

を示し、比較して考えさせる（ｈ′）。 

・本時のめあてを確認し、意欲を高めるため

に、ふさわしい議題を児童に選択させる

（ｌ）。 

・レコーダーを用いて、話し合いを録音・再

生させ、「上手に話し合うポイント」を守

れているかどうかの視点で振り返りをす

る際に使用させる（ｓ′）。 

・「上手に話し合うポイント」を守ることの

よさについて、振り返らせ、身に付いた力

を自覚させる（ｗ）。 

 「グループ会議の達人になろう」 

～互いの考えをよく聞いて、話題に沿って話し合い、グループの考えをまとめる～ 

第
２
学
年 

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、 

内
容
の
検
討 

話
合
い
の
進
め
方
の
検
討
、
考
え
の
形
成
、 

共
有(

話
し
合
う
こ
と) 
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三
次
（
ま
と
め

る
） 

 

7 〇単元を振り返り、話し合いをして

気付いたことや、話し合ってよか

ったと思ったことを伝え合う。 

・自分が身に付けた力や、一緒に話し合った

友達のよいところなどを伝え合わせ、本単

元で身に付いた力を自覚させる（ｗ′）。 

単元後 

〇グループで話し合った結果を持

ち寄り、学級活動の時間にしおり

作りを行う。 

・単元で習得した「上手に話し合うポイン 

ト」の技を用いて、遠足のしおりを作ら 

せる（ｚ）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手立て一覧表」に挙げられた手立ては、単元の一次、二次、三次のど

の過程で取り入れるべきかも示してあるから、単元計画を立てるときの 

ヒントになるね。 

推
敲 

共
有 

共
有 



 平成 29 年度 佐賀県教育センター 小学校国語科教育 

実践事例②Ｂ校（第２学年）-4 

★手立てを取り入れた授業の実際 

  

 単元の導入では、遠足が近付いていることに伴い、２年生として事前に話し合っておくべきことが

たくさんあることを伝えた上で、「上手に話し合うポイントをさぐって練習し、グループ会議の達人に

なろう」という学習課題を示しました。年に一度の遠足なので楽しく仲間と過ごしたいという思いと、

普段の話合いの経験から、「もっと上手に話し合えるようになりたい」という意欲を持たせることがで

きました。そして、児童とやり取りをしながら学習の計画を立てていくことで、単元のゴールが児童

にとって明確になりました。 

 ただし、学習課題の中で、どのようにして学習活動を進めるのか（「思考操作」）を明確に示してい

なかったため、ここでは具体的なイメージを捉えさせることができていませんでした。 

 

 

遊びを決めるときとか、いつも時間が掛かるんだよ

ね。もめることもあるし・・・。 

今よりもっと上手に話し合えるようになりたいね。

な。 

本単元の学習課題 

「上手に話し合うポイント」をさぐって練習し、グループ会議の達人になろう。 

資料１ 話合いの内容 

 

みんなが楽しめる遠足にするためには、話し合わ

ないといけないことが、たくさんあるよ。 

Ａ  学習計画を基に、見通しを持たせて学ばせる。 

ｋ′単元を通して位置付けた言語活動のゴールをイメージさせ、学習への意欲を持 

 

第一次 

①／７ 

http://1.bp.blogspot.com/-DC5nNC4usfM/VZ-O2ZIgKQI/AAAAAAAAu98/LSxkiFZm1r4/s800/boy03_smile.png
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「話合いのれんしゅう」のときは、どんなことができるようになればいいのかな？ 

上手な話合いをするためのこつを見付けましょう。 

きちんと理由を付けて話すと、考えていることが

きちんと相手に伝わることが分かります。 
じゃあ、「上手に話し合うポイ

ント」として、 

①考えに理由を付ける 

②分からないときは質問する。 

③似ている考えは合体する。 

の３つの練習を学習計画に入

れたらいいね。 

 

資料３ 話合いの範例・改善の余地が残る例の掲示 

資料３ 児童と共に見直した学習計画 資料２ 児童と立てた最初の学習計画 

②
話
合
い
の
れ
ん
し
ゅ
う 

③
話
合
い
の
本
ば
ん 

④
ふ
り
か
え
り 

①
上
手
に
話
し
合
う
こ
つ
を 

さ
ぐ
る 

資料４ 話合いの範例・改善の余地が残る例の掲示 

それでも分からないときは、質問をすると、教え

てもらえます。 

考えが似ている意見は、１つにまとめることができる

って、初めて知ったよ。これができるようになったら、

話合いがうまくいくと思います。 

「合体」するって考えると、分かりやすいな。 

Ｂ  「上手に話し合うポイント」はどのようなことか、教科書などの例を基に考える。 

ｈ′モデルを提示し、「上手に話し合うポイント」を探らせる。 

 

第二次 

②／７ 

http://1.bp.blogspot.com/-YALqG40OPow/VaBsE7zS7rI/AAAAAAAAvW8/ZEyhnCRbGGY/s800/suit_woman_smile.png
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資料５ 録音機器を再生して話合いを振り返り、ワークシートに記入する児童 

 

音声言語はその場で消えていくものなので、録音機器を使って、グループごとに話合いの様子を録音し

ました。話合いの後、再生をさせ、本時のめあてとなる「上手に話し合うポイント」（理由を付けて話す

など）を守れているかどうかという視点を持って聞かせ、振り返りをさせました（資料５）。グループの

友達の話し方はもちろん、自分自身がどのような話し方をしているか客観的に捉え直し、改善しようとす

る姿が見られました。 

 

 

 

 話合いの模範となる例と改善の余地が残る例

を対比的に提示し（前頁資料４）、「上手に話し

合うポイント」を探らせました。低学年の児童

にとって、対比することでよさを見付ける活動

は有効で、児童から出た意見を基にして、前頁

資料３のように学習課題を見直すことができま

した。また、学習計画を階段状に掲示したこと

で、付けたい力を１つずつ身に付けていくイメ

ージを児童につかませることができました。 

「上手に話し合うポイント」は３つあるね。 

 

３つのうち、どれから練習しようか。 

難しそうなポイントは、最後にしようよ。 

Ｃ  録音した話合いを再生して聞き、「上手に話し合うポイント」が守れているか、 

チェックする。 

ｓ′話合いの中で「上手に話し合うポイント」を守れたかどうかを振り返る際の手立

てとして、録音機器を使用し、振り返りの焦点化を図る。 

第二次 

③④⑤⑥ 

／７ 

◯◯さんが、質問を 

することができていた

ね。 

自分の質問の仕方

は、どうだったかな。

聞き直して確かめよ

う。 

話合いの議題も、自分たちで決めたいね。 
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振り返る項目を「①上手な話し合いのこつができた人はだれですか」、「②こつがまもれると、どのよ

うなよさがありますか」として、グループで再生したものを確認しながら振り返りをさせ（資料６、７）、

全体で共有する時間を設けました。１時間の終わりに、「『上手に話し合うポイント』を守れたかどうか、

◎〇△で振り返ろう」と指示した時よりも、振り返る内容が焦点化され、具体的に振り返ることができ

ました（資料８）。 

資料８ 単元の振り返りを発表する児童 

（似ている意見を）合体すると、すっきりするか

らいいと思います。 

合体すると、ごちゃごちゃならないで、覚えるこ

とが少なくなるから便利だと思いました。 

 

り
ゆ
う
を
つ
け
る
と
、
な
っ
と
く
し
て
も
ら
え
る
か
ら
い
い
と
お
も
い

ま
す
。 

し
つ
も
ん
す
る
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
か
ら
べ
ん
り
だ
と

お
も
い
ま
し
た
。
し
つ
も
ん
す
る
と
、
心
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
か
ら
で
す
。 

 り
ゆ
う
を
言
っ
た
ら
、
い
み
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
り
ゆ
う
が
あ

る
と
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
り
ゆ
う
（を
言
う
こ
と
）は
す
ご
い
で

す
。 

し
つ
も
ん
す
る
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
こ
た
え
ら
れ
て
わ
か
る
し
、

み
ん
な
の
気
も
ち
を
う
ご
か
す
の
で
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

Ｄ  「上手に話し合うポイント」を守ることのよさについて、振り返りをする。 

ｗ′「上手に話し合うポイント」を守ることのよさという視点を与えて学習を振り返

らせることで、自分の変容に気付かせ、身に付いた力を自覚させる。 

第二次 

③④⑤⑥ 

／７ 

資料６ ワークシートの振り返りの部分 資料７ 児童の振り返り記入例 
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資料９ 単元後に児童が作成した遠足のしおりの一部 

  

 

単元後 

【図４ 実行委員が作成したえんそくのしおり】 

 

単元の学習後、「遠足実行委員」を集め、遠足のしおりの作成をしました。各学級、各グループで出た

様々な約束を持ち寄り、似ている考えは１つにまとめて、しおりに書くことができました（資料９）。 

また、日常生活の中でも、「似ている考えだから合体しよう」などの声が、児童から自然と出るように

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 単元で習得した「上手に話し合うポイント」の技を用いて、遠足のしおりを作ら 

せる。 
単元後 
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★本単元における授業改善の流れ（単元後） 

授業改善の流れ Ｂ教諭の意識 
「授業改善ステップ表」と 

「手立て一覧表」の活用 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元前の児童（✔）と本単元での児童（◆） 

 

 

 

 

 

 

 

取り入れた 

手立ての 

検討 

観点Ｂは、一気に①から③へ

とステップアップできた！ 

観点Ｄもステップアップ！ 

観点ＡとＣは、単元前と変わ

っていないかな。 

 ◯話合いの模範となる例と、改善の余地が残る対照的な例を提示したこと

で、児童自ら「上手に話し合うポイント」を３点見付けることができた

（ｈ′）。 

 ◯話合いの順序や話題の選定についても、教師側から提示するのではなく、

児童に話し合って決定させた。これにより、単元のゴールである本番の

話合いに向けて、前のめりになって考える姿が見られた（ｌ）。こうした

学びの過程も、学習したことの意義の実感につながったと考えられる。 

 ○１単位時間ごとの振り返りにおいて、「上手に話し合うポイント」を守る

ことのよさについて記述させたことで、単元の振り返りでは、学んだこ

との意義を実感する言葉や自分の変容を自覚する言葉が見られた（ｗ、

ｗ′）。 

 ●言語活動として、「グループ会ぎの達人になろう」と設定したが、低学年

の児童にとってはやや抽象的であった。単元後、学級活動として遠足の

しおり（前頁資料９）を作成する際に、同学年の他学級の児童と、本単

元で学習した話合いが自然となされている様子が見られた。しおり作り

を言語活動とするのも有効であったと感じた（ｈ′）。 

●学習課題に「思考操作」がなかったため、学習のゴールに向かって、ど

のような学習活動を展開していくのか、具体的なイメージを児童に持た

せることができなかった（ｋ′）。 

 

 低学年の児童に、自分たちで話合いの順序や話題を決めさせるのは、少し不安もあ

ったけれど、思いの外、適切に決定・選択ができることに驚いたよ（ｌ）。手立てを

講じた上で、児童に委ねることも、学びの深まりにつながるんだね（ｗ′）。 

次の単元からも、学習課題はもっと具体的に示すｈ′の手立てを取り入れていく

ことで、観点Ａのステップアップができるといいな。 
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